
























病院での医療事故を防止するために、病院職員は日夜努力しています。 そこで患
者さんの安全を守るために、患者さんとご家族にもその一 翼を担っていただきたい

と考え、以下のお願いをさせていただきます。 よくお読みいただき、ご協力いただ

きますようお願い申し上げます。

1 出来るだけ2人以上で病状や検査・手術の説明を聞いてください。
（同じ内容の説明を複数回行うことはできませんので、お聞きになりたい方は

同じ日にご来院をお願いいたします。基本キ ー パ ー ソン以外の方だけでは説
明はできません）

2 説明文章の個々の部分を確認して、サインをし意思表示を明確にして下さい。

3 点滴ボトルや内服薬などは、ご自分の目でも、ご自分の氏名が表記されてい

ることをご確認ください。

4 輸血の際は血液バッグの血液型をご自分の目でもご確認をお願いします。

5 

6 

診察や処置、検査の場合、患者さんにお

名前を名乗 ていただきます そのとき（お名前と生年月日つ 。
を教えてください

は、ご自分のお名前（フルネ ー ム＝姓名）

と生年月日で名乗ってください。（入院
＾ 中、患者さん間違いを防止するため何度

もお名前をおたずねすることがあります
?／ 

が、ご了承ください。）

， 
、-

おかしいなと思ったら、遠慮なくスタッフにお申し出ください。

7 転倒、転落の予防のための指示をお守りください。(P22参照）

8 処置、検査、手術、注射などを行う場合、必ず説明をおこなっていますが、
説明が不十分な場合や結果についてわからないときは、遠慮なく医師、看護
師にお聞きください。
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転倒および転落防止について

〇ご家庭と違い病院の床はとても固いので、 ベッドから落ちたり廊下で転んだりすると、

大変衝撃が大きく、 骨折や脳出血等の深刻な事態をまねく事があります。

お休みの際には必ずベッド柵を設置し、 またベッドの上で、 立ち上がったりしないよう

ご注意ください。

〇入院中はご病状や診療の影響で、 普段より転びやすくなる方が多いです。 転倒によりさ

らなる治療や、 入院期間が延長する可能性もあります。

〇スリッパ類、 樹脂製サンダルなどは転倒の原因となるため、 かかとを覆うタイプの滑り

にくい靴を履いて頂きますようお願いします。

゜ ゜

〇認知症などで患者さんが、 ご自身でベッドからの転落や転倒に注意が払えない方には、

ご家族の方と相談の上、 センサー の設置や安全ベルトの装鶉をさせて頂く場合があり

ます。

面会時などに一 時的に装藩を解除した場合は、 必ずお帰りの際にスタッフヘお声がけ

下さいますようお願いいたします。

〇当院では転落・転倒防止に心がけて注意をはらっておりますが、 予防対策を実施しても、

転倒や転落のすべてを防止できないことをご理解ください。 また、 入院中は患者さん

やご家族も転倒や転落防止にご協力をお願いします。
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